
地域づくり推進交付金活用事業 

第二地区  令和６年度 交付金額：５５０，０００円 

取組み１  地域防災力向上事業 

第二地区地域づくり協議会・まつもと市民芸術館避難所運営委員会 主催 

第二地区町会連合会・第二地区防災部 共催 

⑴ 目的 

   少子高齢化が進む中で、地域防災力の維持・向上及び防災意識の啓発・高

揚を図るために、訓練・研修等を実施するものです。 

 

⑵ 取組内容 

  ア まつもと市民芸術館避難所開設訓練（地区防災訓練） 

  (ｱ) 日時 令和６年１０月１４日（月・祝） 

  (ｲ) 場所 まつもと市民芸術館 

  (ｳ) 内容  平時からの備え・取組みを強化・検証し、災害時の適正な避難所運

営を行うことを目標に、「まつもと市民芸術館避難所運営マニュア

ル」に基づき訓練を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指定避難所：まつもと市民芸術館の会場視察（避難所開設時の各スペースを確認）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【救護訓練(AED の取扱い等)】      【搬送訓練（応急担架で搬送）】 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

【災害時のトイレの紹介（～その時、トイレはどうする？～）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ダンボールベッド組立訓練(避難生活スペースとなるホワイエで)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【炊出し・配食、非常食試食訓練（アルファ―米おにぎり)】 

 

イ 防災用品の整備 

    炊出訓練及び防災用品の整備用として消耗品（アルファー米おにぎり、

カレールー、混合ガソリン、簡易トイレ等）を購入 

   ウ 市指定避難所運営委員会 

  (ｱ) 第１回まつもと市民芸術館・第二地区公民館合同避難所運営委員会 

   a 日時 令和６年７月３０日（火） 

   b 場所 第二地区公民館 

   c 内容 ・危機管理課の出前講座（避難所の開設・運営について等） 

        ・ＤＶＤ鑑賞（昭和３４年８月の台風７号 松本市の水害記録） 

        ・各避難所運営マニュアルの確認  



 

第二地区 

避難所運営委員会 

Ⅰ 災害について 

Ⅱ 避難所について 

Ⅲ 避難所の開設・運営 

Ⅳ 平時の活動 

 

【危機管理課出前講座】 
避難所の開設・運営について学びました 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女鳥羽川の洪水（台風７号）】 

 

(ｲ) 第２回まつもと市民芸術館・第二地区公民館合同避難所運営委員会 

  （第二地区防災部も参加） 

a 日時 令和７年３月５日（水） 

   b 場所 第二地区公民館 

   c 内容 まつもと市民芸術館にて自主的に避難所開設・運営を実現するために 

        ・避難所の「良好な生活環境」を確保するには、避難者自身に 

よる、納得と協働に基づく「自主運営態勢」が必要となるた 

め、今年度１０月に実施した避難所開設訓練を踏まえ、みん 

なで「自主運営態勢」の実現について、課題・問題点を洗い 

出しました。 

  エ 防災体験会 

  (ｱ) 日時 令和６年１２月８日（日） 

  (ｲ) 場所 第二地区防災緑地 

 (ｳ) 内容  「災害に備えるために、まずは「体験」しよう」と題して、起震

車による地震体験、煙道体験及び非常食体験（ヒートレスカレー）

の３つの体験を経験する体験会を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【起震車による地震体験】 

改めて、地震の怖さを知りました！ 

【煙道体験】 

落ち着いて避難することが大切！ 

 

 



⑶ 今後の展開 

ア 避難所利用者である住民による主体的な避難所開設・運営を目指し、まつ

もと市民芸術館避難所運営委員会と防災部を中心に、具体的な検討を始め

ます。また、地区全体の防災力向上を図るため、まつもと市民芸術館にて、

地区住民を対象に、繰り返し、実効性の高い防災・減災訓練を実施していき

ます。 

イ 防災対策基金を活用して、緊急災害時の避難所設営に必要となる高額備

品を購入していきます。 

ウ 自主防災活動を行う第二地区防災緑地を適正に維持管理していきます。 

  

 

 

 

 

 

【第二地区防災緑地の適正管理】 【第二地区防災緑地の草刈り】 

令和６年度は９月２８日に実施 

 
 

取組み２  地域包括ケアシステム推進事業 
第二地区地域づくり協議会 主催 

社会福祉協議会第二地区支会 共催 

   高齢者が身近な地域で、住民間交流や見守り活動などのコミュニティづく

りを展開することを促進する取組みを実施するものです。 

取組み２－１ 地域ケア会議（住民学習）              

⑴ 目的 

   地域包括ケアを推進するうえで、地域住民と関係職員が集まり、地域課題

を共有し、課題を解決するために様々な取組みを実施するものです。今年度

のテーマは、第二地区は高齢化率が高く深刻な問題となりつつあることから、

「“認知症”と“人生の最期”を考えてみませんか？」として実施しました。 

 

⑵ 取組内容 

   ア 日時 令７年２月６日（木）から８日（土）までの間で５回実施 

 イ 場所 第二地区公民館 

ウ 出席 第二地区住民（町会長、民生委員、日赤奉仕団、ボランティア部会等） 

市関係職員 

  エ 内容 ・認知症の方とその家族を描いたドキュメンタリー映画「ぼけま

すから、よろしくお願いします」を見て学ぶ！ 

             ・縁起でもない話を 「もしバナゲーム」で遊びながら考える！ 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

【ドキュメンタリー映画鑑賞】 

年をとることの大変さ、支え合う夫婦の
姿、温かい家族愛に感銘！ 

「もしバナゲーム」 
「最期の時」に、「自分にとって大切にした
いことは何か」を本音で話し合いました！ 

 

⑶ 今後の展開 

   ア 今後も認知症への正しい理解を深める取組みを進め、認知症の方を地域

で支え合える社会について、みんなで考えていきます。 

イ 地域における様々な課題は、地域ケア会議を通して、関係者全員で共有 

し、解決することを目指します。 

  ウ 地域住民、市、民間企業で協力関係を築き、地域住民が住み慣れたこの

地域で自分らしい生活を最後まで続けることができるよう、地域内で助け

合う体制を検討します。 

取組み２－２ 高齢者会食会（ふれあい会食会）         

⑴  目的 

    ７０歳以上の一人暮らしの方が集い、昼食をともにすることで、地域との

つながりや絆を深めることを目指して実施するものです。 

 

⑵  取組内容 

   ア 第１回ふれあい会食会 

(ｱ) 日時  令和６年６月２３日（日） 

  (ｲ) 場所  第二地区公民館 

     (ｳ) 参加者 ８８人（関係者(町会長、民生・児童委員等)を含む） 

(ｴ) 内 容  ・余興（劇団シアターランポンによる演劇） 

        ・全員合唱（第二地区讃歌～せせらぎによせて～、信濃の国） 

        ・昼食 

        ・ビンゴ大会 

 

 

 
   【劇団シアターランポンによる演劇】 

俳優さんの素晴らしい演技！熱演！みな 

さん、すっかり舞台に引き込まれました! 

 



イ 第２回ふれあい会食会 

(ｱ) 日時   令和６年１１月２４日（日） 

  (ｲ) 場所   第二地区公民館 

    (ｳ) 参加者 ８３人（関係者（町会長、民生・児童委員等）を含む） 

   (ｴ) 内 容  ・余興（折井清純さんと棟居淳さんによるマンドリン＆ギターコンサート） 

         ・全員合唱（第二地区讃歌～せせらぎによせて～、信濃の国） 

          ・昼食 

          ・ビンゴ大会 

 
【折井清純さんと棟居淳さんによる 

マンドリン&ギターコンサート】 

心が震える素晴らしい演奏でした！ 

華麗で透き通ったマンドリンの音色に感動！ 

 

   ウ 第３回ふれあい会食会（配食サービス） 

(ｱ) 日時   令和７年２月～３月 

    (ｲ) 対象者 １５８人 

  (ｳ) 内容   ・民生・児童委員がお菓子等を配布 

 

⑶ 今後の展開 

    ア ふれあい会食会を「集いの場」の一つの機会として、顔の見える関係を

構築し、日常における地域や隣近所などでの身近な見守りや生活支援等、

みんなで支えあう地域づくりにつなげます。 

  イ 「1 人で食べるより、みんなで食べた方が健康になる」と言われているこ

とから、「会食会」形式で引き続き実施します。 

 

 
                          【ふれあい会食会】 

 

「乾杯！！」 

   「ご飯はみんなで食べる 

とおいしーい！」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

【ふれあい会食会ご招待のちらし（６月２３日、１１月２４日）】 

 

取組み２－３ 第二地区にこにこサロン映画会（サロン事業）           

⑴ 目的 

   住み慣れた地域で楽しい生活を送るために、交流の場（シニアサロン）とし

て、映画上映会を開催し、映画に興味のある住民の皆さんに気軽に集っても

らい、ストレス発散や感性・知識の向上、親睦等の機会を提供するものです。 

 

⑵ 取組内容 

ア 日時・上映映画・ 

令
和
６
年 

４月１５日（月）１０時 第二地区公民館 

 １６日（火）１０時 宮村町１公民館 
「大河への道」 

５月２０日（月）１０時 第二地区公民館 

 ２１日（火）１０時 宮村町１公民館 
「always 三丁目の夕日」 

６月２４日（月）１０時 第二地区公民館 

 ２５日（火）１０時 宮村町１公民館 
「駆込み女と駆出し男」 

７月２９日（月）９時３０分 第二地区公民館 

 ３０日（火）９時３０分 宮村町１公民館 
「シャイロックの子供たち」 

８月１９日（月）９時３０分 第二地区公民館 

 ２０日（火）９時３０分 宮村町１公民館 

「あの花が咲く丘で、君とまた 
出会えたら」 

９月３０日（月）９時３０分 第二地区公民館 

１０月 １日(火)９時３０分 宮村町１公民館 
「ミステリと言う勿れ」 

１０月２８日（月）９時３０分 第二地区公民館 

３０日（火）９時３０分 宮村町１公民館 
「ステキな金縛り」 

１１月１８日（月）９時３０分 第二地区公民館 

  １９日（火）９時３０分 宮村町１公民館 
「ある男」 

１２月２３日（月）９時３０分 第二地区公民館 

  ２４日（火）９時３０分 宮村町１公民館 
「ゴジラ ー１．０」 

 

７
年 

 １月２０日（月）９時３０分 第二地区公民館 「桐島、部活やめるってよ」 

 ２月 ３日（月）９時３０分 第二地区公民館 「ＧＯ」 

 ３月１７日（月）９時３０分 第二地区公民館 「スパイダーマン」 



 

 

 

 

 

【第二地区にこにこサロン映画会】 

映画って本当にいいものですね！ 

 

⑶ 今後の展開 

ア 回を重ねるごとに、参加者が増え、参加者から楽しみにしているといっ

た声もあることから、継続して実施していきます。 

  イ 公民館から遠い、地区北方面の住民を対象に、宮村町１丁目公民館での

継続実施を検討します。 

   ウ  映画会終了後の「ミニ茶話会」を検討していきます。 

  

取組み２－４ 第二地区銭湯体操サロン（サロン事業）           

⑴ 目的 

   住み慣れた地域で楽しい生活を送るために、交流の場（シニアサロン）と

して、第二地区内の銭湯で体操サロンを開催し、健康に興味のある住民の皆

さんに気軽に集ってもらい、生活機能の維持・向上を目指し、楽しく体操を

しながら筋力アップをする機会を提供するものです。 

 

⑵ 取組内容 

ア 日時・場所 

(ｱ) 富士の湯 毎月第１・３水曜日 

  (ｲ) 菊の湯  毎月第２．４火曜日 

  イ 内容  

 ・いきいき１００歳体操（めざせ！１００歳筋力アップ体操） 

   ・ユーチューブの体操動画に合わせて楽しく運動 

   ・オーラルフレイル対策のための口腔体操 
 

⑶ 取組内容 

ア 回を重ねるごとに、新規参加者が増え、参加者から張り合いになってい

る、体力がついたという声もあることから、継続して実施していきます。 

イ 参加者が増え、会場が手狭になってきたことから、実施方法を工夫するこ

とを再考します。 

ウ 地域の身近な運動の場として、より楽しく参加していただけるよう、内容

をアップデートしていきます。 

エ 銭湯が「コニュニケーションの場」「見守りの場」となるよう、銭湯関係

者と連携し事業を進めます。 

 

 

【第二地区銭湯サロン筋力アップ体操】 

   めざせ！！１００歳！！ 

 

 

 



     

  

【サロン事業：にこにこサロン映画会と銭湯体操サロンのちらし】 

 

取組み３  地域活性化推進事業 
第二地区地域づくり協議会 主催 

社会福祉協議会第二地区支会 共催 

取組み 銭湯無料入浴券配布                  

⑴ 目的 

   地域を活性化させ、活気のある地域づくりを進めていく事業を実施するも

のです。併せて、銭湯文化の継承を図り、地域コミュニティ活性化へつなげ

るものです。 

 

⑵ 取組内容 

  ア 日時 令和６年１０月から令和７年１月末まで 

  イ 対象の銭湯 ・富士の湯（本庄２丁目９番８号）   

          ・菊の湯 （中央３丁目８番３０号）  

  ウ 配布場所  第二地区の各種行事（防災緑地草取り、防災訓練、文化祭 

                   ふれあい会食会、サロン事業等） 

  エ 内容 ・上記第二地区各種行事の際に、参加者へ第二地区の銭湯（富士

の湯、菊の湯）へ無料で入浴できる「無料入浴券」を配布 

       ・配布枚数 ４８０人 延べ利用者数 ２４５人 利用率５１％ 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【富士の湯】                      【菊の湯】 

        大切な「コミュニケーション」の場でもあります！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   【無料入浴券】 
 

⑵  今後の展開 

  ア  地域をあげて銭湯文化の継承を図るとともに、銭湯がソーシャルキャビ

タルを養い育てる場となり、地域コミュニティ活性化へつながるよう取組

みを推進していきます。 

  イ  若年層にも銭湯に行ってもらうよう、銭湯無料券の配布場所や方法を検

討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


